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研究成果の概要（和文）：東アジア海域史研究は1980年代以降、大いに進展した。そのなかで、11～14世紀前半
は国家のゆるやかな貿易管理体制のもと海商が活発に活動した時代とされ、14世紀後半以降は明朝の厳格な交易
制限のもと交流が低迷した時代とみなされた。しかし、海域世界の様相の探究は、転換点とされた14世紀中頃を
境に別々の研究者によって主に担われたため、14世紀～15世紀前半にかけての海域世界の秩序変容の実態は十分
に解明されていなかった。そこで本研究では、14世紀前半以前に日中間を結んだ海商およびその後継者が、それ
以後の時代の変化にいかに対応し、またその動向が次代の海域世界の秩序形成にいかなる影響を与えたかを考察
した。

研究成果の概要（英文）：The study of a history of Maritime East Asia has made remarkable progress 
since the 1980s. As a result, the Song and Yuan period attracted attention as an era in which 
merchants were active under the nation's loose trade control system. On the other hand, the early 
Ming period was regarded as an era when exchanges were sluggish under the strict trading 
restrictions of the Ming Dynasty. However, while, researchers targeting the first half of the 14th 
century and those targeting the latter half of the 14th century were mainly carried out by different
 researchers, the reality of the transformation of the Maritime East Asia, which has a turning point
 in the middle 14th century, has not been fully understood. Therefore, in this research, to solve 
this problem, I investigated how the maritime merchants who were mainly active on the route between 
Japan and China in the 11th to 14th centuries expanded into the Korean Peninsula and the Ryukyu 
Islands from the mid-14th century.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
東アジア海域史を描く際、宋元交替（14世紀半ば）は時代の分水嶺としてつねに強調されてきた。しかし、それ
故に14世紀中頃を前後する時代で研究者間の分業がなされ、研究史上の論点や分析対象、関心の所在に違いがあ
るため、時代の転換、秩序の変容なるものの実態は必ずしも明確ではない。かかる問題は、日本史上、当該期が
中世の前期・後期をまたぐ時代であることも影響していようが、とはいえ近年の日本史学では南北朝期を前後す
る時代の連続・断絶の様相を解明する研究が相次いでいる。
本研究はこうした研究潮流をふまえ、海域史の観点から現状の克服を指向するもので、日本史・海域史を架橋す
る視座を鍛えることにも寄与しうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
日本を含むアジアの海域交流史は 1980年代以降、一国史的理解の克服が目指されるなか、東洋
史学など隣接分野との共同研究を通じ、長足の進展を遂げた。なかでも 11 世紀～14 世紀前半
は、日本・高麗・中国（宋元）の柔軟な貿易管理体制のもと、海商による交易活動が活性化した
時代として注目されてきた。ところが、14 世紀後期以降については、明朝が海禁政策をとり、
民間交流を禁止したことで交流は低迷し、海禁に応じない勢力は「倭寇」として封じ込められて
いったとみなされる。このように、14 世紀中頃を転換点として海域交流のあり方は大きく変容
するわけだが、14世紀中期という共通の空白を残したまま、日宋/元交流史と日明関係史とが別々
の研究者によって主に担われたため、両者をつなぐ視座に乏しく、結果として 14世紀中頃の変
容の実態が十分に解明されていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、日本を含む東アジア海域交流の 14世紀中頃を転換点とする変容を明らかにするこ
とを目的とした。そこで日宋・日元交流の主たる担い手のうち海商と僧侶に注目し、彼らおよび
その後継者が、14世紀後半～15世紀前期における環境の変化にいかに対応したかを追究すると
ともに、そうした彼らの動きが海域交流のあり方にいかなる変容を生み出したのかについて、探
究した。 
 
３．研究の方法 
 
11 世紀～14 世紀において日本を含む東アジア海域交流の幹線は、寧波（宋元）から礼成江（高
麗）・博多にそれぞれ伸びる航路である（中朝間は、山東半島から礼成江に伸びる航路も重要）。
そこで当該航路を担う海商のうち日本に拠点をもつ者の実態を探るため、各種文献資料から当
該期の日本の政治権力がしいた貿易管理体制を解明することを試みた。その上で、14 世紀後半
以降、寧波―博多を専ら往来した海商が、朝鮮半島および琉球列島へも進出していく様相を跡付
けることを目指した。その際には、朝鮮半島方面については高麗・朝鮮王朝の文献資料を、琉球
列島方面については明朝の文献資料とともに近年研究の進展が著しい琉球列島の考古学の成果
をふまえることを意識した。くわえて、中国沿岸および朝鮮半島各地でみられる「倭寇」および
それへの政治権力の対応を探ることで、寧波―博多航路の担い手およびその後継者の動向を規
定する国際環境を把握することにつとめた。 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、上記の研究目的を達成するため、①14 世紀前半以前における日本をとりまく東
アジア海域交流の特質をまず確認し、②日本における鎌倉幕府倒壊とその後の内乱、大陸におけ
る元末内乱から明初の海禁＝朝貢体制の確立のインパクトを見極め、③それに対して海域交流
の主要な担い手（海商・僧侶など）や国家・政治権力がとったリアクション、ならびにそれらの
相互作用によって起きた秩序変容について、探究した。ただし、研究活動の結果、当初予想して
いなかった結論・成果が生まれるなど、すべてが①～③に直結する成果ではないので、以下では
便宜上、①～③および「その他」にわけてまとめていく。 
  
①14 世紀前半以前の海域交流の特質 
 本研究の前提として、すでに概ね収集していた平安時代日本の貿易管理体制に関する資料に
ついて、平安時代の貴族社会論や財政史研究との接続を意識して分析を行った。その結果、当初
は 14 世紀の「分水嶺」以前のあり方が、日本朝廷の貿易管理制度（年期制と官司先買制）が放
棄される 12 世紀中頃より本格的に形成されると考えていたが、むしろその起点は 11 世紀段階
に求めるべきとの結論に達した（「平安中期における貿易管理体制の変容」『待兼山論叢（文化動
態論編）』49 号、2015 年）。この点は、なお実証的・論理的な詰めを要すると考えるが、これに
ついては今後の課題としたい。 
 また、上記の論文で検討した博多―寧波航路は、14 世紀以前の東アジア海域交流の基幹線と
いえるが、これとは別に対馬海峡をまたいで九州北部（博多・大宰府地域）と朝鮮半島南部をつ
なぐ地域間交流がある。これの実態をおさえることは、14 世紀後半以降の「倭寇」の実像を捕
らえる上で必須の課題であるため、本研究では、10 世紀～14 世紀前半の日麗関係史の史料を収
集し、テキストデータ集を作成した。また、対馬海峡域をまたぐ地域間交流は、九州北部から奄
美・沖縄諸島につながるネットワークに接続するが、これについては近年、考古学からの成果発
表がめざましいので、琉球王国形成の前史を把握する前提作業として、文献史学の立場からこれ
を咀嚼し、論点の整理を行った（「琉球王国の形成と東アジア海域世界」秋田茂・桃木至朗編『グ
ローバルヒストリーから考える新しい大学歴史教育』、大阪大学出版会、2020 年収載）。 
 
②14 世紀中頃における海域世界の秩序崩壊 
 本研究では、①で論じた海域世界の秩序が、元末明初の内乱に端を発する東アジアの混乱およ



びそれへの対抗構想たる明朝の専制体制（海禁＝朝貢システムもその一環）の構築をうけ、どの
ように崩壊していくかの見通しをつけた。その際、注目したのは、混乱する中国本土からアジア
の各地に逃れる人々であり、こうした移民・難民の動きを斡旋した集団であり、そして、「倭寇」
と呼ばれる人間集団である。これらは複雑に連関・結合しており、かつ一枚岩の集団ではないた
め、かえって「多様な出自を持つ人々の集団」等として平板な総括されがちである。そこで本研
究では、1350 年代～1380 年代における日本・元（明）・高麗の国家・政治権力が、当該期におけ
る人々の移動に対してとった対応を段階的に検討すると共に、中国沿海地域および朝鮮半島に
おける「倭寇」事例の網羅的検出を行い、それを地図上に落としていく作業を行った。本作業は
増訂の余地を多く残すものの（とくに地名の現地比定の作業は困難を要しており、今後の作業に
よるところが大きい）、カウントの仕方の問題（検討不可能）かもしれないが、先行研究（田中
健夫・田村洋行・鄭梁生ら）とは違う結果を得ることができた。また、これにより「倭寇」が明
朝にとって現実的な脅威となっていたのは 1374 年頃までとの見通しを得ているが、それが意味
するところは十分に解明できていない（以上の成果の一部は、「東アジア海域世界の境界人と政
治権力：一四世紀の分水嶺を考える」『日本史研究』679 号、2019 年および、前掲「琉球王国の
形成と東アジア海域世界」として発表）。 
 
③14 世紀後半～15 世紀前半における秩序の再構築 
 14 世紀前半以前において東アジア海域世界を行き交う富は、日本と関わるものについていえ
ば、量的には博多―寧波が基幹であった。しかし、②でみた秩序の崩壊や明朝の海禁＝朝貢シス
テムの構築をうけ、博多―寧波間の往来は限定的なものとなった。そうしたなか、日本と朝鮮・
琉球をむすぶ交流がこれにかわって活性化するのであり、このことは先行研究でも既に指摘さ
れている通りである（佐伯弘次ら）。ただし、〈日明貿易の低迷を前提とした代替路の模索〉とい
う方向性については、14 世紀後半の明初体制の構築をうけてのものか、1410 年代以降の足利義
持による遣明船派遣中断によるものかは、不分明であると考えた。そこで、本研究では、日宋・
日元貿易の担い手およびその後継者（主に博多を拠点とする海商）をとりまく環境の変化を検討
することとした。 
 その結果、15 世紀初頭に永楽帝―足利義満の思惑が一致したなかで再開された遣明船が持つ
貿易上のプレゼンスは、15 世紀中頃以降の遣明船のそれとは比較にならない程大きく、むしろ
日宋・日元貿易期との連続性が強いとの見通しを得た。あわせて、「琉球国」という明への朝貢
主体の出現（1372 年）は、当初は日明外交を前提とせずとも日本に拠点をもつ海商が明とアク
セスを持つための方法として、沖縄本島の政治権力と博多を拠点とする海商の思惑が一致する
なかで起きた事態と理解できるが、沖縄本島における王権形成と博多の海商との関係も、1370 年
代と遣明船再開期（1404～1411 年頃）とでは温度差があるとの見通しをえた（以上、主として
前掲「東アジア海域世界の境界人と政治権力：一四世紀の分水嶺を考える」）。なお、この問題を
めぐっては、明朝の「倭寇」対策および 1380 年代以降の華人の動向と関連づけて論じる必要を
感じているが（前掲「琉球王国の形成と東アジア海域世界」）、引き続き検討していきたい。 
 また、対馬海峡をまたぐ日朝海域を行き交う富は、14 世紀後半以降、日本の政治権力と結ん
だ海商によってなされた日中貿易の代替路の模索という動きのなかで、前代より格段に増加し
た。しかし、同じ頃には「倭寇」禁圧という政治課題もあり、朝鮮半島および日本の国家・政治
権力は、安定した交易を維持しうる秩序の構築を課題とするようになった。「倭寇」禁圧のため
の制度設計とその沿革は先行研究が明らかにしているが（中村栄孝・長節子ら）、本研究では、
当該海域を舞台に生活する人々が、朝鮮半島の国家および官吏から「倭寇」と認定され、禁圧さ
れるメカニズムを意識的に解明しようと試みた。その際、「倭寇」をめぐる明朝と高麗・朝鮮王
朝）の関係と、「不臣之国」日本をめぐるモンゴル帝国と高麗の関係との関係を突き詰めること
が重要なのではないかと考えているが（主として、「モンゴル帝国の東アジア経略と日中交流」
秋田茂・桃木至朗編『グローバルヒストリーと戦争』、大阪大学出版会，2016 年および前掲「東
アジア海域世界の境界人と政治権力：一四世紀の分水嶺を考える」）、大きな問題であり、今後の
研究課題としておきたい。 
 
④その他 
 本研究では、当初、日明関係樹立を支えた僧侶のネットワークの解明を目指し、春屋妙葩の周
辺を探る目的で、丹後隠棲中（1374 年）に春屋が円覚寺の仏牙舎利を手にした「史実」の意味を
考察しようとした。しかしながら、円覚寺の仏牙舎利をめぐる言説について、新出史料を含めた
諸本の整理・分析を行うなかで、これを史実とみなしうるかという点で根本的な疑問を抱くよう
になった。結果として、源実朝が南宋から将来したという円覚寺仏牙舎利の由来譚をめぐる研究
を前進させることができた。（「源実朝の仏牙舎利将来伝説の基礎的考察：「円覚寺正続院仏牙舎
利記」諸本の分析を中心に」『アジア遊学』241 号、2019 年） 
 なお、本研究の直接的な課題とは異なるが、最新の研究成果をふまえた歴史教育の刷新という
課題意識から、所属している高大連携歴史教育研究会の活動と関連していくつかの提言を行っ
た（「中学校歴史教科書と日本史研究者の課題：育鵬社版の日本中世史記述の検討を通じて」『歴
史科学』228 号。中村翼・矢部正明「歴史系用語精選の意義と課題」『歴史評論』828 号、2019 年）  
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